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Hydrogen energy has drawn attention for its cleanliness、ぉ wellas its amount of 

reserve. At present， however， it回nnotbe田idthat hydrogen energy回ncompete with 
other energy sources， due to economical reasons. 
Up to now， analyses of hydrogen energy have focused main1y on its technical aspects. 
In this、paper，the market aspects of hydrogen use is highlighted. The future market of 
hydrogen energy is analy詑 d，taking into∞nsideration such factors as demand， 
economy， energy security， environmenta1 aspects， etc. 

1 .はじめに
将来の水素エネルギー導入を考えるにあたり、現状は水素エネルギー供給の技

術開発面の検討が主であり、将来想定される水素利用分野と需要量、経済性、環

境面での寄与といった観点からの検討は、現在のところ重点が置かれていない。

本研究は、以上を念頭に置き、想定され得る水素の市場と利用方法に関する検

討を行ったものである。

2.検討手順
将来の水素利用にあたり、いずれの市場が有望であるかの検討を行うことを目

的として、特定市場でのエネルギーシステム選択時の評価項目およびそれらの重

要度、また、これら評価項目における水素エネルギーシステムの強み・弱みの検

討を行った。

検討フローは次のとおりである。 また、補足的に水素利用機器面からの検討も

行った。

( 1 )エネルギーシステム、波
時の一般的評価項目の言す

( 2 )盗評価項目における水

棄毒子弱みあ訴議すムの
( 3 )説捕手紙項目の

(4 )正融務副誠子れ

( 5告義務自ルギーの有望

図1 有望市場検討の考え方
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( 1 )では、エネルギーシステム選択の際に一般に考愚されていると考えら

る評価項目を示し、 ( 2 )ではれ)に訴した評錨項呂に着呂し、それぞれごと

に水素エネルギーシニミチムの強み，弱みの概略評舗を行った o また、 ( 3 ) 
特定市場でエネルギーシステムが選択される際、に(1 )に訴した評錨項呂のいず

されるかについての検討を行った。(3 )の検討で、特定市場で相対的
に重要とされた評髄項目について、 ( 2 )での諦舗の;高いエネルギーが、その

場で選択される可能性が高いととになる o

3.エネルギーシステム選択時の評錨項罷
エネルギーシステム選択時に考車すべき評錨項留を図 2~こ示す。
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4.有望市場の抽出

4 .1 手法
有望市場を検討するにあたって、特定市場について、下記の指標を考える。匂

・あるエネルギーのその他エネルギーシステムと比較した場合の評価項目 iで

の強み :Xi
・ー殻にエネノレギーシステムを選択する擦の評価項目 iの重要度:Y i 
-評価に際してのそれぞれの評価項目 iの重み:A i 

これら指標から計算される

2:.AixXiXYi 

をあるエネルギーの特定市場における有望度と考えることとする。なお、 Xi、
Y iの値は表 1、表 2のように設定している。

表 1 X iの値

経帯性 技術 セキュリティ 環境 制度

初期投資迎転聖書融合組利便fl実現可能組賦存豊対外依存血冗長居影響物質事持続世 自都環事導入促進却法体R~

への臨哩

水素時的'ーの評価(Xi) 3 3 2 3 3 3 5 5 3 

石ilIl 4 3 3 5 3 3 3 3 

石炭 4 3 3 5 3 3 3 3 3 

ガス 4 3 3 5 3 3 3 3 3 

原子力 3 3 3 5 3 3 3 3 5 3 5 3 

*'カ 2 2 3 5 5 3 5 5 3 

太陽光 3 3 3 5 5 5 5 5 5 3 3 

風力 3 3 3 5 5 5 5 3 3 3 

表 2 Y iの値

市場 経済世 技術 セキュリテイ 環移制担

融合ぞ 利便世実現可能制賦存量対外依存血 冗長E
エネルギー電気事業者、都市ガ3 3 5 3 5 5 5 5 5 3 

転換 熱供給事業者他 5 5 3 5 5 5 5 5 5 

産業

製造業 エネルギー多消費 5 3 31- 3 41- 5 5 

その他 3 3 31- 3 31- 5 5 

民生 家底 3 51- 一 一
業務 3 3 31- 一 3 3 31 

連綿 乗用車 3 5 51- 一 一 一 3 3 

タクシー 5 3 51- 一 一 一 5 

貨物阜、パス、海運 5 3 31- 一 5 

航空、鉄道 5 3 31- 一 一 一 3 s 

控.なお、市場iこより Yiの満点が異なることを避けるために、最終的にはYiの綿点で規準化した鎚をJ自L、る.
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4.2 重みの設定
ここでは評価項目として経済性、技街、セキュリティ、環境、制度の 5つを選

び、検討を行っているが、現実にエネルギーシステムを選択する場合には、特に

重要視される評価項百とそれ程重要視されない評価項目が春在すると考えられる。

現実的に考えると、これら 5つに大別される項目のうち、最も重要視されるの
は経済性である。しかし、経帯性を重要視した場合、現時点で、経務性に劣る水素

エネルギーシステム導入の可能性はいずれの市場においても抵くなると考えられ

る。

ここでは、経済性が重視される現実的なケースの評価を行うとともに、水素エ

ネノレギーシステム導入可能性のより高い市場について検討することを目的とし、

水素エネルギーの強みである環境部を重視したケースの評価を行うことを考える o

表 3に以下の評価で想定する重み (Ai )の値を示す。ケース lは経済性が重

視される現実的なケースを想定し、経済性の重みを 5、他を 1としている。ケー

ス2、3は環境面を重視したケースであり、環境の重みをそれぞれ 5、 1 0とし
ている。

表3 各評価項目の重み (Ai )の値

経済性 技椅 セキュリティ 環境 制度|

ケース 1 (ベース) 5 1 

ケース 2 (環境重視 1) 5 l 5 

ケース 3 (環境重視 2) 5 1 0 1 

4.3 結果
ケース 1--3の主な結果を次に示す。

エネルギー多消費産業 その他製造業
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図3 産業部門(エネルギー多消費産業、その他製造業)の分析結果
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5.機器蕗かちの検討
エネルギー市場を機器面から考えた場合、水素エネルギーの和患が考えられる

機器として次のものが考えられる。
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留7 水素エネルギーの利用が想定される機器

6.まとめ
以上では、市場面および機器面からの水素エネルギーの利用可能性の検討を行

ったが、さらに詳細な検討のためには、具体的利用分野を明確にする必要がある。

また、これらの具体的利用分野について、導入の際の課題を抽出するとともに、

その導入シナリオを描くことが重要であると考えられる。
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